








要約 

極小未熟児の救命により重症網膜症の発生は避けられず,現在の全身的管理法では一型の

発生を防止するには至っていない。生下時体重1,250g 以下の極小未熟児では,他の因子に

関係なく網膜症は発生,進行し,網膜の未熟性こそ本症の発生原因であることを再確認した。

以上の結果から,低出生体重児の出生防止が急務である。 

要約 

未熟児網膜症の発生,進行の重要な因子の一つと考えられる過酸化脂質の網膜における局

在を,スーパーオキサイドの組織化学的染色によって証明する予備実験を行った。その結果

から,今後ネコを用いた実験により,かなりの成果が期待できると思われる。 


